
スポーツによる「まちづくり」政策の方向
（地域スポーツコミッションの役割）
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スポーツ施設整備

スポーツによる 地方創生・まちづくり

解決

など

スポーツ × まちづくり

スポーツツーリズム

健康スポーツ スポーツ産業

様々な地域課題
（地域の少子高齢化、地域住民の健康増進、地域の過疎化、地域経済の衰退など）

地域密着型プロスポーツチームと
地域の連携スポーツのチカラを「活用」

地元アスリート

スポーツ国際交流

障害者スポーツの体験を通じ
地域コミュニティとの共生

障害者スポーツ

地域スポーツクラブ

スポーツによる「まちづくり」政策（スポーツ × まちづくり）

日本の文化資源を活かした
スポーツツーリズムの推進

地域内住民向け
（インナー施策）

地域外交流人口向け
（アウター施策）

健康スポーツ教室による
地域住民の健康増進

地元プロスポーツ学校部活動
大学スポーツ
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スポーツによる「まちづくり」 政策（前期の基本計画における記述）

3

★第１期計画【前期】
３ 住民が主体的に参画する地域のスポーツ環境の整備
（４）地域スポーツと企業・大学等との連携
○ 国及び地方公共団体は、例えばスポーツツーリズムによる地域活性化を目的とす
る連携組織（いわゆる「地域スポーツコミッション」）等の設立を推進するなど、ス
ポーツを地域の観光資源とした特色ある地域づくりを進めるため、行政、企業、ス
ポーツ団体等との連携・協働を推進する。

地域振興の項目は立たず。



スポーツによる「まちづくり」 政策（現行の基本計画における記述）

★第２期計画【現行】
②スポーツを通じた地域活性化
ア 国は観光・運輸・流通・スポーツ用品・アパレル・健康産業等 スポーツツーリズムに関連
する民間事業者と連携したプロモーションを行い地域のスポーツツーリズムの資源開発や関
連商品の開発等の意欲を高めることによりスポーツツーリズムの需要喚起・定着を推進する。
イ 地方公共団体は国のスポーツツーリズムに係る消費者動向の調査・分析やスポーツコミッ
ションの優良な活動事例の情報提供等を活用し地域スポーツコミッションの設立支援や海・
山・川など地域独自の自然や環境等の資源とスポーツを融合した スポーツツーリズムの資源開
発等の取組を持続的に推進する。またユニバーサルデザインの観点も取り入れたスポーツツー
リズムの取組も推進する。
ウ 国（スポーツ庁文化庁観光庁）はスポーツと文化芸術を融合させて観光地域の魅力を向上
させるツーリズムを表彰・奨励し優良な取組をモデルケースとして広めていくことで 外国人旅
行者の関心も高いスポーツ体験 機会の創出に向けた全国の取組を促進する。
エ 地方公共団体は総合型クラブ及び地域スポーツコミッション等と連携し国による 先進事
例の調査・分析と普及 を通じて住民の地域スポーツイベントへの参加・運営・支援や地元ス
ポーツチームの観戦・応援などにより スポーツによる地域一体感の醸成と非常時にも支え合える
地域コミュニティの維持・再生を促進する。
オ 国は国内外の「経営的に自立したスポーツ関連組織」について 収益モデルや経営形態発展
経緯等を調査研究しその成果を普及啓発することで都道府県・市区町村の 体育協会総合型クラ
ブ及び地域スポーツコミッ ション等においてプロスポーツや企業との連携等による収益事業
の拡大を図りスポーツによる地域活性化を持続的に実現できる体制を構築する。
カ 国は，日本人のオリンピアン・パラリンピアン ・日本代表チームの選手や大会参加国の選
手等と住民が交流を行う地方公共団体を「ホストタウン」 等として支援することにより，ラグ
ビーワールドカップ２０１９及び ２０２０年東京大会に向けた各国との人的・経済的・文化的な
相互交流を全国各地に拡大する。
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地域振興の項目が立つ。しかし、中身はツーリズムのみ。



地域スポーツコミッション４要件のうち、
≪域外交流活動要件≫
スポーツツーリズムの推進やスポーツ合宿・

キャンプの誘致など域外交流人口の拡大に向け
たスポーツと地域資源を掛け合せたまちづく
り・地域活性化のための活動を主要な活動の一
つとしていること。
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スポーツによる「まちづくり」政策（「地域スポーツコミッション」のツーリズム要件）



「スポーツ」への
関心の高まり

「スポーツ」
を活用した

「まちづくり」

単に一過性の
ものとして終わらせる

継続・定着

オリパラ大会等を契機に、
全国各地で、
かつてない、

東
京
オ
リ
パ
ラ
大
会

将来に
渡って！

「オリパラ・レガシー」
として、全国の各地域で、

２０２１夏 将来

【「スポーツ・健康まちづくり」】

現在

転
化

スポーツ庁が主導して、政府一体で推進！

個別コンサル

スポーツによる「まちづくり」政策（「スポーツ・健康まちづくり」のイメージ図）
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１．スポーツを活用した
経済・社会の活性化

２．スポーツを通じた
健康増進・心身形成
・病気予防

３．自然と体を動かしてしまう
「楽しいまち」への転換

定着・継続のための体制
○自治体等のマインドチェンジ・キャパシティビルディング

○組織・体制の再構築及び連携の強化

スポーツ×まちづくり

スポーツによる「まちづくり」 （発想の転換①:インナー施策も、自治体をあげた取組）

地域内住民向け：インナー事業地域外交流人口向け：アウター事業

スポーツ関連ハード整備
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ツーリズム



スポーツによる「まちづくり」 （発想の転換②:様々な資源活用、積極活用の発想）

スポーツ
国際交流

ツーリズム 中高
部活動

大学
スポーツ

地域
スポーツ

地元プロ
スポーツ

スポーツ
産業

健康
スポーツ

障がい者
スポーツ

地元
アスリート

国体

ヨコ串を刺す

「地方創生」、「まちづくり」に活用

スポーツ×まちづくり
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スポーツ庁では、
地域振興の文脈においては、体を動かす日常的な身体活動全般を広くスポーツと
捉えることが可能と考えています。
例えば、散歩や草刈り、防災訓練、ゴミ拾い、雪下ろしなど、あらゆる身体活動
を、スポーツとして捉えていくことが可能です。

スポーツ＝競技スポーツだけではない！
（参考）
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〇 地域振興の手法は、いわゆるアウター施策
だけではないこと。

〇 スポーツ部局だけでなく、また、地域や民
間を含め、地域をあげて取り組むこと。

〇 地域振興を促す触媒となるスポーツ資源は、
様々であること。
地域振興におけるスポーツとは、競技ス

ポーツだけでなく、広く身体活動を含むこと。

〇地域振興に「どう活用するか？」という積極
的な発想への転換。 10

（参考）



スポーツによる「まちづくり」政策（「地域スポーツコミッション」の全国数）

各組織との連携・協力、ハブ機能

（出展）スポーツ庁調べ

●地域スポーツコミッションの設置数の推移

達成！
現状１７７団体

(R3.10月時点)
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スポーツによる「まちづくり」政策（「地域スポーツコミッション」の全国分布）

各組織との連携・協力、ハブ機能

（出展）スポーツ庁調べ

※広域団体は含まない
（スポーツコミッション関西、一般社団法人九州スポーツツーリズム推進協議会）
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アウター事業
対交流人口向け活動

「スポーツツーリズム、
スポーツ合宿など」への支援

【地域への経済的効果】【地域への社会的効果】

インナー事業
住民向け活動
「地域スポーツ教室、
住民運動健康事業など」への支援

中心的事務局（推進の核となる組織）

スポ
産業

総合型
クラブ

大学

体育
協会

観光
産業

観光
協会

商工
団体

自治
体

地域振興

スポーツの力を「活用」

様々な地域課題（住民の健康、高齢化・少子化、過疎化、経済衰退）

ネットワーク:「地域スポーツコミッション」（総称）

等

自治体、スポーツ団体、民間企業・団体等が一体となりスポーツによる地域振興に取り組むネットワーク。
※ 地域外からの交流人口拡大のための活動は必須要件

解決

各組織との連携・協力、ハブ機能

スポーツによる「まちづくり」政策（「地域スポーツコミッション」とは?）

13

ツーリズム



スポーツ × ツーリズム

スポーツによる「まちづくり」 政策（まとめ:これまで、そして今後）

×

スポーツ × ツーリズム
第１期：

第２期：

第３期：
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地域スポーツコミッションも！


